
き し わ だ 議 会 だ よ り ４一般質問 　政策討論会　
全会一致で可決した議案

市
長
公
約
と
、
就
任
後
の
不
備
を

指
摘

高
比
良　

正
明　

(
に
じ
の
会
)

　

友
永
議
員
の
避
難
場
所
へ
の
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
支
援
に
つ
い
て
、
現

在
輸
送
方
法
を
交
渉
中
で
、
２
０
１
５
年
に
ま
で
後
退
す
る
か
の
質

問
は
控
え
る
よ
う
に
諭
し
た
。　

学
校
へ
の
生
理
用
品
設
置
が
途
絶

え
て
お
り
、
市
長
に
「
直
ち
に
設
置
せ
よ
」
と
一
喝
！　

１
６
０
億

円
の
埋
蔵
金
と
の
虚
偽
市
長
公
約
を
正
す　

人
口
増
の
た
め
、幼
保
・

学
校
統
廃
合
で
な
く
、
産
業
文
教
地
区
を
提
言　

虐
待
動
物
へ
の
警

察
通
報
、
現
場
確
認
を
条
件
付
き
な
が
ら
行
う
。
行
方
不
明
動
物
は

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
照
合　

選
択
的
夫
婦
別
姓
で
な
く
、
旧
姓
併
記
の
ご
ま

か
し
で
、
全
国
で
二
百
億
円
弱
の
シ
ス
テ
ム
改
修
の
税
負
担　

プ
レ

コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
は
女
性
を
「
二
足
歩
行
す
る
子
宮
」「
産
む

機
械
」
と
考
え
、
ナ
チ
を
起
源
と
す
る
優
生
保
護
法
の
延
長
と
指
摘
。

！
そ
の
他
の
質
問

○
生
活
保
護
申
請
同
行
な
ど
、
要
望
等
記
録
制
度
に
つ
い
て　

ほ
か

補
聴
器
補
助
、
こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
、
動
物
愛
護
に
つ
い
て

海
老
原　

友
子　

(
日
本
共
産
党
)

　

加
齢
性
難
聴
に
対
す
る
補
聴
器
購
入
費
補
助
制
度
は
、
市
民
要
求

が
強
く
、
共
産
党
は
３
年
越
し
に
要
望
し
て
い
る
。
近
隣
市
で
も
実

施
は
増
え
、
今
で
は
全
国
４
６
４
自
治
体
で
実
施
。
こ
の
よ
う
な
情

勢
を
受
け
、
ま
た
、
補
聴
器
の
効
果
も
認
め
、
前
向
き
に
検
討
す
る

と
の
答
弁
を
受
け
た
。　

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
は
、
こ
ど
も
家

庭
庁
の
令
和
８
年
度
全
国
実
施
を
受
け
、
本
市
で
も
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
見
送
り

も
含
め
、
実
施
に
あ
た
り
現
行
の
保
育
環
境
の
後
退
が
な
い
よ
う
訴

え
た
。　

動
物
愛
護
の
問
題
は
い
の
ち
・
福
祉
・
教
育
と
深
い
関
係

が
あ
る
。
地
域
猫
活
動
の
理
解
は
不
十
分
で
補
助
も
な
く
私
費
で
の

活
動
で
あ
る
。
啓
発
・
補
助
等
行
政
の
積
極
的
な
支
援
を
要
望
し
た
。

！

　　　

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
、
自
転
車
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
啓
発
に
つ
い
て

友
永　

修　

(
公
明
党
)

　

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
完
成
し
た
が
、
市
民
の
認
知
度

は
低
い
。
訓
練
を
通
じ
て
、
市
民
へ
の
周
知
も
広
が
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
災
害
時
に
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
民
間
企
業
や
団
体
と
の
連

携
も
重
要
で
あ
る
。
同
行
避
難
の
周
知
活
動
と
避
難
所
の
環
境
整
備

を
進
め
な
が
ら
、
他
市
町
と
の
広
域
連
携
、
企
業
や
動
物
愛
護
団
体

と
の
提
携
拡
充
等
で
、
ペ
ッ
ト
の
防
災
対
策
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　

　

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
啓
発
に
つ
い
て
は
、
本
市
職
員
が

率
先
し
て
着
用
す
る
な
ど
模
範
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
費
補
助
の
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
13
歳
未

満
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭
の
方
な
ど
も
対
象
と
す
る
な
ど
、
よ
り
啓

発
を
進
め
、
着
用
率
が
増
え
る
よ
う
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

！

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

米
田　

貴
志　

(
公
明
党
)

そ
の
他
の
質
問

○
市
長
の
名
を
冠
す
る
大
会
な
ど
に
つ
い
て

　

部
活
動
の
地
域
移
行
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
教
育
委
員
会
、
教
員
、

保
護
者
、
民
間
ク
ラ
ブ
事
業
者
な
ど
、
関
係
す
る
方
々
と
の
意
思
疎

通
や
、
そ
の
目
的
を
共
有
し
、
共
通
認
識
に
立
つ
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
し
か
し
、
本
市
で
は
、
そ
れ
ら
を
検
討
す
る
協
議
会
が
未
設
置

で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
今
年
度
中
に
関
係
者
ら
で
構
成
す
る
連
絡
会

議
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
協
議
会
へ
と
発
展
さ
せ
、

地
域
移
行
の
基
本
方
針
、
推
進
計
画
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
家
庭
の
経
済
状
況
に
左
右
さ
れ
ず
、
希
望
す
る

部
活
動
を
主
体
的
に
選
択
で
き
る
よ
う
ニ
ー
ズ
調
査
も
含
め
た
環
境

整
備
を
行
い
、
地
域
移
行
後
も
、
円
滑
に
継
続
し
て
活
動
で
き
る
よ

う
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
る
。

！

コ
メ
価
格
高
騰
へ
の
対
応
、
Ｐ
Ｆ
Ｓ

活
用
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
向
上

藤
原　

豊
和　

(
大
阪
維
新
の
会
)

　

全
国
的
に
米
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
状
況
の
な
か
で
、
市
の
支
援

が
行
き
届
い
て
い
な
い
層
が
あ
る
。
ま
た
、
個
人
の
み
で
は
な
く
、

飲
食
店
・
米
穀
店
等
の
事
業
者
に
も
深
刻
な
影
響
が
出
て
い
る
。
こ

う
し
た
状
況
を
受
け
、「
お
米
ク
ー
ポ
ン
」
な
ど
を
通
じ
て
、
家
計

支
援
と
地
域
経
済
の
両
立
を
図
る
取
り
組
み
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

　

現
在
、
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
指
定
管
理
者
制
度
は
、
制
度
開
始

か
ら
20
年
が
経
過
し
、
成
果
や
地
域
貢
献
が
見
え
に
く
い
な
ど
の
課

題
が
顕
在
化
す
る
な
か
で
、
成
果
報
酬
型
の
民
間
委
託
契
約
で
あ
る

「
Ｐ
Ｆ
Ｓ
(
成
果
連
動
型
民
間
委
託
契
約
方
式
)」
の
導
入
に
つ
い
て
、

そ
の
有
用
性
を
伝
え
、
市
の
認
識
と
今
後
の
検
討
体
制
を
確
認
し
た
。

！

男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の
方
針
、

自
動
運
転
に
よ
る
地
域
活
性
化

殿
本　

マ
リ
子　

(
に
じ
の
会
)

　

現
在
、
女
性
が
社
会
進
出
し
労
働
時
間
や
働
き
方
な
ど
男
女
差
な

く
働
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
子
育
て
や
介
護

を
担
う
こ
と
が
多
い
。
政
府
も
「
女
性
に
選
ば
れ
る
地
方
」
を
実
現

す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
女
性
躍
進
に
重
き
を
置
い
て
い
る
。
本

市
に
お
い
て
も
そ
の
点
を
重
視
し
、
男
女
共
同
参
画
が
充
実
し
た
も

の
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

公
共
交
通
機
関
の
利
用
者
の
減
少
や
乗
務
員
不
足
、
高
齢
者
に
よ

る
運
転
免
許
証
の
返
納
増
加
な
ど
、
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
公
共
交
通
の
空
白
地
が

存
在
す
る
。
早
期
に
市
民
生
活
な
ど
の
活
性
化
を
支
え
る
持
続
可
能

な
交
通
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
む
こ
と
を
要
望
す
る
。

！
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議案番号 件　名

議案第 49 号
岸和田丘陵地区地区計画の区域内における
建築物等及び緑化率の制限に関する条例の
一部改正について

議案第 50 号 岸和田市都市公園条例の一部改正について

議案第 51 号
岸和田市水防団員に係る退職報償金の支給
に関する条例の一部改正について

議案第 52 号
令和７年度岸和田市一般会計補正予算（第
１号）

議案第 53 号
令和７年度岸和田市介護保険事業特別会計
補正予算（第 1号）

議案第 54 号
令和７年度岸和田市下水道事業会計補正予
算（第 1号）

議案第 55 号 訴えの提起について

議案第 56 号
財産取得について（GIGA スクール構想に
伴う岸和田市立小中学校学習者用タブレッ
ト PC 端末（共同調達分））

議案第 57 号
財産取得について （災害対応特殊救急自動
車）

議案第 58 号 町の区域の変更及び町の新設について

市議案第５号
再審法改正に向けた速やかな議論を求める
意見書

市議案第７号
片目失明及び片耳難聴を障がい認定するよ
う求める意見書

議案番号 件　名

議案第 36 号 専決処分の承認を求めるについて

議案第 38 号 令和７年度岸和田市病院事業会計予算

議案第 39 号
副市長選任につき同意を求めるについて

（藤
ふじなみひでき

浪秀樹氏）

議案第 40 号
岸和田市長の政治倫理に関する条例の制定に
ついて

議案第 41 号
岸和田市附属機関条例及び特別職の職員で非
常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の
一部改正について

議案第 42 号

岸和田市行政手続における特定の個人を識別
するための番号の利用等に関する法律に基づ
く個人番号の利用及び特定個人情報の提供に
関する条例等の一部改正について

議案第 43 号
職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部
改正について

議案第 44 号 岸和田市市税条例の一部改正について

議案第 46 号 岸和田市営葬儀条例の一部改正について

議案第 47 号 岸和田市墓苑条例の一部改正について

議案第 48 号
岸和田市廃棄物の減量化及び適正処理に関す
る条例の一部改正について

政策討論会を開きます

●これまでに行われた、
　各分科会の要点記録は
　政策討論会のページで
　ご覧いただけます。

市政に関する重要な施策について共通認
識を醸成するとともに、政策水準を高め
るため、活発な意見交換を行うことを目
的とした討論会です。

政策討論会とは

開 催 日 時　　間

８月 12 日（火） 午前 10 時

10 月７日（火） 午前 10 時

10月21日（火） 午前 10 時

第二分科会

第三分科会

学校給食で地産地消を進めるには

郷土愛について

第一分科会 ベイエリアのリノベーションについて

●傍聴される方は、当日、市役所新館３階　　
議会受付へお越しください。

第２回臨時会および第２回定例会

全会一致で可決した議案

■議員の質問文については、本人の意思を尊重し、掲載しています。一般質問（要旨）


